
再
処
理
工
場
の
『
新
安
全
基

準
』は
本
年
中
に
策
定

質
問
は
ま
ず
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
り
策
定
さ

れ
な
お
す
と
い
う
原
発
や

再
処
理
施
設
に
つ
い
て
の

「
新
安
全
基
準
」
の
制
定
作

業
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

政
府
答
弁
書
で
は
原
発
や

再
処
理
に
関
わ
る
「
新
安
全

基
準
指
針
」
「
災
害
対
策
指

針
」
は
本
年
一
二
月
ま
で
に

「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
で

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

厳
格
な
「深
層
防
護
」
の

思
想
に
よ
る
対
策
を

特
に
審
査
を
行
う
専
門

委
員
に
は
、
原
子
力
推
進
機

関
関
係
者
な
ど
「
利
益
相

反
」
の
立
場
の
人
物
の
排
除

を
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
再

処
理
工
場
の
防
災
に
つ
い

て
「
厳
格
な
前
段
否
定
」

の
考
え
を
適
用
す
る
べ
き

と
し
、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
貯
蔵
槽
が
テ
ロ
や

火
災
に
よ
り
全
電
源
喪
失

し
た
場
合
ど
う
す
る
か
」
な

ど
を
質
し
ま
し
た
。

政
府
答
弁
書
で
は
「
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
は
、
テ
ロ

対
策
や
火
災
、
電
源
喪
失
な

ど
が
同
時
に
多
発
す
る
事

象
に
対
す
る
対
策
も
含
め

て
、
今
後
、
原
子
力
規
制
委

員
会
に
お
い
て
検
討
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
「
事

故
」
で
は
な
く
「
事
象
」
な

の
で
し
ょ
う
。
既
に
危
険
な

廃
液
を
溜
め
て
し
ま
っ
た

の
に
、
今
な
お
「
今
後
検
討

す
る
」
と
は
無
責
任
で
す
。

ま
た
、
昨
年
二
つ
の
再
処

理
工
場
か
ら
出
さ
れ
た
『
ス
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クリプトン８５が工場周辺に立ち込めたとき、再処理工場では、超危険な高レベル放

射性廃液を生み出す作業が行われていた。 （２００６～２００８年がピーク ）

再処理工場

二
〇
〇
六
年
か
ら
強
行
さ
れ
た
再
処
理
工
場
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
よ
り
、
使
用
済
み
核
燃
料
が
切
り
刻

ま
れ
溶
融
さ
れ
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
国
内
で
は
、
現
在
茨
城
県
東

海
と
青
森
県
六
ヶ
所
両
再
処
理
工
場
に
溜
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
廃
液
が
万
が
一
事
故
な
ど
で
環
境
に
漏
洩

す
れ
ば
、
福
島
原
発
事
故
の
幾
十
倍
も
の
被
害
を
も
た

ら
す
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
岩
手
の
会
な
ど
市
民
団
体
の

要
請
も
あ
り
川
田
龍
平
参
議
院
議
員
が
、
今
国
会
中
に

「
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
、
こ
の
ほ
ど
「
政
府
答
弁

書
」
を
受
領
し
ま
し
た
。
そ
の
大
要
を
報
告
し
ま
す
。

＊
「
質
問
主
意
書
・
政
府
答
弁
書
・
市
民
側
コ
メ
ン
ト
全
文
」

は
岩
手
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
』が

非
常
に
危
険
な
わ
け

核
燃
サ
イ
ク
ル
再
処
理
工
場
は
、

原
発
か
ら
出
る
「
使
用
済
み
核
燃
料
」

を
切
り
刻
み
溶
解
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
と
ウ
ラ
ン
を
取
り
出
し
再
利
用
す

る
た
め
の
工
場
で
す
。
こ
の
工
程
で

発
生
す
る
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
』

は
、
強
力
な
放
射
性
物
質
の
廃
液
で
、

人
が
近
づ
け
ば
放
射
線
に
よ
り
十
七

秒
ほ
ど
で
死
に
至
る
と
さ
れ
ま
す
。

崩
壊
熱
を
出
す
の
で
絶
え
ず
冷
却
し

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
放
射

線
で
水
素
が
分
解
発
生
す
る
の
で
絶

え
ず
取
り
除
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
停
電
で
「
冷
却
」
も
「
掃

気
」
も
止
ま
れ
ば
沸
騰
し
、
爆
発
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
廃
液
が
、

ガ
ラ
ス
固
化
の
技
術
が
未
確
立
で
、

液
体
状
で
工
場
に
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。

環
境
に
飛
散
し
た
場
合
の
被
害
は
想

像
を
絶
し
ま
す
。



ト
レ
ス
テ
ス
ト
評
価
報
告

書
』
に
つ
い
て
ど
う
活
用
し

た
の
か
と
質
し
ま
し
た
が
、

答
弁
書
で
は
「
同
評
価
報
告

書
は
規
制
委
員
会
の
ホ
ー

ム
㌻
で
公
表
し
て
い
る
」
、

「
今
後
安
全
規
制
見
直
し

の
中
で
検
討
す
る
」
と
だ
け

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
処
理
工
場
事
故
の
放
射

能
拡
散
予
測
は
？

更
に
、
「
国
は
昨
年
、
国

内
の
一
六
ヶ
所
の
原
発
で

事
故
が
起
き
た
場
合
の
『
放

射
性
物
質
拡
散
予
測
』
を
公

表
し
た
が
、
東
海
と
六
ヶ
所

の
両
再
処
理
工
場
で
は
『
拡

散
予
測
』
を
行
っ
て
い
な
い

の
は
何
故
か
」
と
質
問
し
ま

し
た
が
、
「
再
処
理
施
設
に

係
わ
る
指
針
の
見
直
し
及

び
拡
散
予
測
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
規
制
委
員
会
で
検
討

す
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

驚
い
た
こ
と
に
「
三
・
一
一

並
み
の
津
波
が
再
処
理
工

場
を
襲
っ
た
な
ら
ど
う
な

る
か
」
と
い
う
質
問
に
、「
外

部
へ
の
放
射
性
物
質
の
放

出
に
至
る
可
能
性
が
ど
の

程
度
か
は
評
価
し
て
い
な

い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
研
開
発
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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再
処
理
工
場
に
溜
ま
っ
て
い

る
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
量

こ
れ
ま
で
、
実
態
が
十
分

明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
『
再

処
理
工
場
に
蓄
積
さ
れ
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
』
に

つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
答
弁
書
で
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
幾
分
情

報
を
示
し
ま
し
た
。
東
海
工

場
に
つ
い
て
は
原
子
力
研

究
開
発
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
と

し
ま
し
た
。
（
第
一
表
）

廃
液
は
ガ
ラ
ス
固
化
出
来

ず
に
溜
ま
っ
て
い
る

東
海
再
処
理
工
場
の
廃

液
は
「
三
九
四
立
方
㍍
」
で
、

こ
こ
二
〇
年
来
一
向
に
減

ら
ず
、
危
険
な
状
態
は
変
わ

り
な
し
で
す
。

六
ヶ
所
工
場
の
高
レ
ベ

ル
廃
液
の
量
が
、
こ
れ
ま
で

の
「
二
四
〇
立
方
㍍
」
か
ら

「
二
〇
二
立
方
㍍
」
に
三
八

立
方
㍍
ば
か
り
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
未

使
用
だ
っ
た
「
Ｂ
ガ
ラ
ス
溶

融
炉
」
の
固
化
試
験
が
行
わ

れ
、
本
年
一
月
ま
で
に
一
二

〇
本
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
固
化

体
が
出
来
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ

う
で
す
。

核
種
ご
と
の
濃
度
が
示
さ
れ
た

今
回
の
「
政
府
答
弁
書
」

に
よ
っ
て
初
め
て
、
二
つ
の

再
処
理
工
場
の
「
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
の
放
射
能
濃

度
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
一
、
二
表

各
欄
）

東
海
工
場
の
核
種
ご
と

の
濃
度
を
見
る
と
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
９
０

が
か
な
り

の
量
で
す
。
こ
の
核
種
は
人

間
の
骨
に
蓄
積
し
、
内
部
被

曝
に
よ
る
骨
ガ
ン
や
白
血

病
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

六
ヶ
所
工
場
の
資
料
に
は

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

に

つ
い
て
欠
落
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
追
加
し

て
資
料
を
出
す
べ
き
で
す
。

昨
年
の
国
会
で
成
立
し

た
「
原
子
力
規
制
委
員
会
設

置
法
」
の
附
則
に
よ
り
、
環

境
基
本
法
第
一
三
条
「
放
射

性
物
質
の
環
境
汚
染
は
原

子
力
基
本
法
の
定
め
に
よ

る
」
と
い
う
部
分
が
削
除
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
基
本
法

で
一
元
的
に
規
制
さ
れ
ま

す
。
そ
の
関
係
条
項
は
い
つ

ご
ろ
法
律
改
正
さ
れ
る
の

か
と
質
し
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
答
弁

書
で
は
、
「
今
通
常
国
会
へ

の
提
出
を
検
討
し
て
い
る
」

「
放
射
性
物
質
に
よ
る
健

康
被
害
も
公
害
犯
罪
と
し

て
規
制
の
対
象
と
な
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。

再
処
理
は
、
撤
退
し
か
な
い

両
再
処
理
工
場
に
約
一

七
二
京
ベ
ク
レ
ル
も
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
溜

ま
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
重
大
事

故
を
起
こ
さ
な
い
う
ち
に
、

早
急
に
撤
退
す
る
し
か
、
進

む
べ
き
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（第二表） 六ヶ所再処理工場

核種
放射能濃度

（約） ／㎥

ルテニウム１０６ ３１０ギガ Bq

アンチモン１２５ １４００ギガ Bq

セシウム１３４ ２５テラ Bq

セシウム１３７ ２６００テラ Bq

ユウロピウム１５４ ３１テラ Bq

アメリシウム２４１ ４７テラ Bq

キュリウム２４４ ４４テラ Bｑ

全体量
＊セシウム１３７（推定）

＊約５２０ペタ Bｑ

２０２㎥

島
田
恵
監
督

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

一
〇
五
分

福
島

六
ヶ
所

未
来
へ
の
伝
言

四
月
十
三
日

午
後
二
時

ア
イ
ー
ナ

八
階
八
〇
二
号
室
（
盛
岡
駅
西
口
）

大
人

九
〇
〇
円

中
学
生
以
下
六
〇
〇
円

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
話

〇
一
九
ー
六
四
六
ー
四
六
六
六

主
催

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
ど
り

ギガ ＝１０９ ＝ １０億

テラ ＝１０１２＝ １兆

ペタ ＝１０１５＝ 千兆

１０ペタ＝１０１６＝ 京（けい）

東海再処理工場における

高放射性廃液の保管状況

(第一表） 平成２５年２月１日現在

貯蔵量：約３９４ｍ３

Cs ー１３７の総量

（推定値） ：１．２×１０１８Bｑ

放射性核種の平均放射能濃度
（推定値）：下表のとおり

放射性核種
放射能濃度

（Bq／ｍ３）

Sr-89 １．２×１０ー７

Sr-90 ２．２×１０１５

Y-90 ２．２×１０１５

Zr-95 ４．４×１０ー３

Nb-95 ９．６×１０ー３

Rh-103m ６．０×１０ー１４

Ru-103 ６．０×１０ー１４

Ru-106 １．６×１０１１

Rh-106 １．６×１０１１

Te-125m ３．７×１０１１

Sb-125 １．６×１０１２

Cs-134 ８．５×１０１２

Ba-137m ３．０×１０１５

Cs-137 ３．２×１０１５

Ce-141 ７．１×１０ー２０

Ce-144 ３．５×１０１０

Pr-144 ３．５×１０１０

Pm-147 １．８×１０１３

Sm-151 ５．５×１０１３

Eu-154 ６．６×１０１３

Eu-155 ３．５×１０１２

Np-237 １．４×１０１０

Am-241 ５．３×１０１３

Cm-242 ３．３×１０６

Cm-244 ２．６×１０１３
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